






















































































レイチェル・カーソンがＤＤＴ禍を告発したのが 1962 年（『沈黙の春』）であり、1970 年
4月にはじめての「アース・デー」がおこなわれた。日本では 1968 年に石牟礼道子『苦海
浄土』が刊行され、全国で「構造化する公害」（田尻宗昭）に抗する闘争が巻き起こる。こ














































































































59年 7月、同研究班は有機水銀説を発表した。また 11月 12 日には厚生省食品衛生調査
会（水俣食中毒部会）が有機水銀説を答申している。だが、いよいよ原因究明に近づいたそ



















そうして 9年後の 68 年 5月、ようやくアセトアルデヒド製造工程のスクラップ化が完
了する。つまり、この間チッソは有機水銀廃液をたれ流しつづけ、被害を拡大しつづけた
ことになる。つづく 68年 9月、政府はいよいよ水俣病を公害認定する。公式確認から 12
年、チッソは「加害企業」となった。この時点での患者数は 111 名であった。















































































































































































































































































































界市民的な意味での哲学の領野は、以下の問いへと帰着することができる。（一）私はなにを知りう� � � � � � � �
るか� � 。／（二）私はなにをなすべきか� � � � � � � � � � 。／（三）私はなにを望むことが許されるか� � � � � � � � � � � � � � � 。／（四）
人間と� � � はなにか� � � � 。／第一の問いには形而上学� � � � が、第二の問いには道徳学� � � が、第三の問いには宗教� � が、















６）アルフレッド・シュッツの次の指摘に注意したい。「諸他我� � � とそのなかで一緒にいる私の社会的世界
は、中心としての私をめぐって環境世界（Umwelt）、共同世界（Mitwelt）、祖先世界（Vorwelt）およ
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界』岩波文庫（Streifzüge durch die Umwelten von Tieren und Menschen, 1934）。
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